
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
の
旅 

清
水 

勝 

 

先
般
、
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
の
話
が
出
て
、
大
の
鉄
道
フ
ァ
ン
の
Ｎ
さ
ん
に
旅

の
企
画
を
お
願
い
し
た
。
旅
行
会
社
顔
負
け
の
緻
密
な
旅
程
表
を
作
っ
て
頂
き
、

併
せ
て
ホ
テ
ル
の
手
配
と
「
鉄
道
開
業
１
５
０
年
記
念
Ｊ
Ｒ
東
日
本
パ
ス
」
ま
で

購
入
頂
い
た
。 

２
０
１
１
年
の
震
災
を
乗
り
越
え
、
三
陸
鉄
道
は
ど
ん
な
様
子
な
の
だ
ろ
う
。 

 

盛
岡
か
ら
山
田
線
に
二
時
間
乗
り
宮
古
に
到
着
。
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
荷
物
を
預

け
、
タ
ク
シ
ー
で
浄
土
ヶ
浜
に
向
か
う
。
サ
ッ
パ
船
か
ら
「
青
の
洞
窟
」
そ
し
て

湾
内
一
周
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
鋭
く
と
が
っ
た
白
い
奇
岩
群
が
極
楽
浄
土
の
ご
と

く
迎
え
て
く
れ
る
。 

 

宮
古
と
い
え
ば
新
鮮
な
魚
だ
。
夕
食
は
一
日
目
「
蛇
の
目
本
店
」
、
二
日
目
は

「
魚
彩
亭
す
み
よ
し
」
で
、
マ
ダ
ラ
の
白
子
を
は
じ
め
生
き
の
い
い
魚
を
頂
く
。 

  

二
日
目
は
三
陸
鉄
道
に
乗
り
、
岩
泉
小
本
駅
か
ら
龍
泉
洞
へ
。
鍾
乳
石
の
壁
と

ブ
ル
ー
の
地
底
湖
を
探
訪
す
る
。
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
や
が
て
天
気
回
復
。 

次
な
る
は
断
崖
絶
壁
の
北
山
崎
に
向
か
う
。
途
中
の

島
し
ま
の

越 こ
し

駅
は
津
波
に
呑
み

込
ま
れ
て
駅
舎
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
線
路
が
全
て
流
失
し
、
二
〇
一
四
年
に
復

旧
し
た
。
次
の
駅 

田
野
原
に
着
く
と
長
尾
さ
ん
が
予
約
さ
れ
て
い
た
観
光
タ
ク

シ
ー
が
お
出
迎
え
、
北
山
崎
展
望
台
へ
。
２
０
０
ｍ
の
断
崖
が
連
な
る
景
観
は
海

の
ア
ル
プ
ス
そ
の
も
の
だ
。 

そ
の
後
は
北
の
終
点
、
久
慈
駅
に
着
く
。
朝
ド
ラ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
有
名
に

な
っ
た
小
袖
海
岸
を
割
引
タ
ク
シ
ー
で
巡
る
。 

  

最
終
日
は
宮
古
か
ら
三
陸
鉄
道
の
南
の
終
点

盛
さ
か
り

駅
に
。
途
中
の
恋
し
浜
駅
か

ら
の
景
色
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
。 

車
窓
か
ら
は
見
え
る
景
色
は
、
高
い
防
波
堤
が
城
壁
の
ご
と
く
連
な
り
、
高
台

に
再
建
さ
れ
た
住
ま
い
は
真
新
し
く
、
田
舎
風
の
家
は
一
軒
も
な
い
。 

 
 

こ
う
し
て
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
１
６
３
キ
ロ
を
乗
り
終
え
た
。
こ
の
後
は
気
仙

沼
駅
ま
で
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
輸
送
）
に
乗
り
、
大
船
渡
線
で
一
ノ
関
に
向
か
う
。 

 

一
ノ
関
で
は
「
世
嬉
の
一
酒
造
」
で
見
学
と
試
飲
。
日
本
酒
だ
け
で
な
く
特
徴

の
あ
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
も
造
ら
れ
て
い
る
。
岩
手
県
は
ホ
ッ
プ
の
生
産
量
が
日

本
一
で
、
十
三
の
地
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
と
い
う
。 

一
ノ
関
か
ら
東
京
へ
。
皆
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！ 

  

  
 
   

 

 


